
持ち帰り台帳

作ったファイルの置き場所と担当を決めます。Day1 と Day2 の最後に使います。

2日間で作ったファイルを、自社ハーネスのどこに置くかを決めるための台帳です。Day1 の最後に7行、Day2 の最後

に7行を埋めます。

演習で作ったものは演習リポジトリ(dl-training-app)の中にあります。そのままでは自社では動きません。この台帳の

役目は、置き場所と担当と期日を1行ずつ決めて、研修が終わった翌週に手が止まらないようにすることです。

書き方

置き場所はパスで書きます。「ハーネスに入れる」では翌週の自分が探せません

D2 と smart3pm のどちらか片方しか使わない行は、使わないほうに「対象外」と書きます。空欄のままにしない

でください

担当は名字を書きます。「チーム」は担当ではありません

反映日は日付を入れます。未定のものは、いつ決めるかの日付を入れます

移すときの分岐

D2 は PowerShell 5.1 で、コードと文字列を ASCII のみに保つ約束があります。smart3pm は bash が正です。同じ目

的のガードが2言語で二重に実装されている状態で、統一の時期はまだ決まっていないと伺っています。

演習では ps1 と sh の両方を配っています。片方だけを持ち帰るか、両方を置いて片方を正とするかは、この台帳を埋

めるときに決めてください。決めた結果を「置き場所」の欄に残すのが一番速い記録です。

Day1

番

号

持ち帰り物 D2 での

置き場所

smart3pm

での置き場所

担

当

反

映

日

D1

-1

規模別レビュアー2本( review-light.md  / review-full.md )

D1

-2

settings.json のモデルと effort( model  / effortLevel  /

maxEffortLevel )

D1

-3

deny 5本(巻き戻せない操作)

D1

-4

CLAUDE.md の「戻し方」節



番

号

持ち帰り物 D2 での

置き場所

smart3pm

での置き場所

担

当

反

映

日

D1

-5

deny 3本( .env  と認証情報の読み取り)

D1

-6

PreToolUse フック block-destructive (ps1 / sh)と

hooks/tests/cases.json  のケース

D1

-7

実装とレビューを分ける定義1本( skills/codex-review/SKILL.md  か

agents/review-other.md )と MR テンプレの「Codex レビュー結果」

欄

D1-2 の maxEffortLevel  は v2.1.267 で追加されたキーです。持ち帰り先の Claude Code が古いと無視されます。反映

日を決める前に claude --version  を確認してください。

Day2

番

号

持ち帰り物 D2 での置

き場所

smart3pm で

の置き場所

担

当

反映

日

D2-

1

CLAUDE.md と AGENTS.md の実行環境制約節(代替の書き方の表)

D2-

2

PostToolUse フック check-phpver (ps1 / sh)と cases.json  の追加

ケース

D2-

3

REVIEW.md (自社版初版)と AGENTS.md の ## Code Review Rules

D2-

4

観点別サブエージェント3本と、コードレビュー側へ移した

known_issues.md  / patterns.md

D2-

5

review.schema.json  と gate.ps1  / gate.sh 、レビューを2ジョブ

に分けた .gitlab-ci.yml

D2-

6

Stop フック stop-gate (ps1 / sh)

D2-

7

夜間ジョブ一式( nightly_implement 、pipeline schedule、

skills/implement-issue 、止め金を書いた settings.json)

D2-4 の known_issues と patterns は、リリースレビュー側で既に動いているものをコードレビュー側へ写す作業で

す。新しく作る話ではありません。



研修後の宿題

自社ハーネスの側に残っていて、2日間では触らなかった箇所です。担当と期日だけ決めてから解散してください。

項目 担当 期日

フックのテストがある側とない側の非対称の解消(D2 は回帰テストあり、smart3pm は4本のみ)

フック自身の ASCII 制約の機械検査、または pwsh 7 への移行

PowerShell と bash の二重運用をいつ片方に寄せるかの決定

作業指示書の Notion への反映
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